
 ｜建築レコード｜スタンダード・シリーズ｜編成｜分類体系｜機能
architectural records / Standard Series / archival arrangement / 
classification scheme / function

アーカイブズ学に基づく建築レコードの管理に際して、「増加が続く記録の作成量」「個人文書と

法人記録が併存する性質」は、事態をより困難にする。本論では、この課題に応じるかたちで考

案された「スタンダード・シリーズ」をめぐり、建築レコードの管理事例とアーカイブズ学上の理論に

従って評価を試みた。はじめに、「スタンダード・シリーズ」を生み出したカリフォルニア大学バーク

レー校の1990年代後半のプロジェクトを紹介した。次に、2000年以降のアメリカ・アーキビスト協

会の活動および建築レコード目録の作成事例から、「スタンダード・シリーズ」の影響を確認した。

最後に、マイケル・クックの理論をヒントにしてアーカイブズ学における機能分類の観点から「スタ

ンダード・シリーズ」を分析し、理解を深めた。その結果、この手法が建築レコードの量と質の課題

に対して有効であることに加えて、ユーザビリティを考慮した編成方法であることを明らかにした。

齋藤歩│Ayumu Saito
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論文｜｜建築レコードの目録編成モデル─「スタンダード・シリーズ」から考える｜齋藤歩

1─はじめに

1 -1：20世紀の危機とチャンス

カナダ建築センター（Canadian Centre for Architecture。以下、CCA）のディレクター

を務めるニコラ・オルスバーグは、1994年に開かれた建築レコードのアプレイ

ザルに関する会議に際して、建築レコードの特徴を整理している。記録所蔵機

関（組織内アーカイブズ、ミュージアム、収集アーカイブズ、行政アーカイブズ）や記録の利

用（法的証拠、社会の記録、個人の創造性の記録）は、多様性に満ちていることを示す

一方で、20世紀の建築レコードの特徴を4点─「扱いにくい大きさ（unwieldy 

scale）」「物理的な脆弱性（physical fragility）」「増加する電子的流動性（increasing 

electronic f luidity）」「大量で増大する容量（massive and expanding bulk）」─にま

とめた［1］。なかでも資料量の増大は深刻化の一途を辿っているとして、20世紀

の変容を下記のように示している。

  1940年には著名な建築家による住宅一件の全図面を一枚に収めることがまだ可能

であった。フランク・ロイド・ライトのような一流の経歴で構成されるアーカイブズなら

ば、25,000点の図面に囲まれていよう。1979年までにパリのポンピドゥー・センター

の単独事業のためにレンゾ・ピアノとリチャード・ロジャースによって作成された図面

は、200, 000点に及んだ［2］。

増加が続く建築レコードを長期的に管理するためには、科学的視点をともなっ

た収集、保存、廃棄等のガイドラインを構築することが不可欠である。それにも

かかわらず、近代社会の複雑な活動によって生み出された危機的状況におい

て、アーカイブズ学的な観点から、「建築における文書種別の役割と働き（role 

and function of document types in architecture）」を論じる機会はほとんどなかっ

たのである［3］。

　1997年に実施されたカリフォルニア大学バークレー校環境デザイン学部ド

キュメント・コレクション（Documents Collection, College of Environmental Design, 

University of California, Berkeley。以下、UCEDコレクション）での網羅的な資料整理

プロジェクトも、こうした危機意識を共有していた［4］。当時のUCEDコレクション

は物的な混乱のうえに、情報コントロールもままならない状態であった。たとえば、

単体のアイテムがコレクションと同じレベルで扱われ、複製資料がオリジナルと

みなされるなど、アーカイブズ的な知見はほとんど活かされていなかった。結果とし

て、資料群は「性質としても分量としてもアーカイブズ的（archival in nature and in 

volume）」だったにもかかわらず［5］、見落とし、未整理、アクセス不可といった結果

に陥っていたのである。

1─Nicholas Olsberg, ‘Documen-
ting Twentieth-Century Architecture: 
Crisis and Opportunity’, American 
Archivist, Volume 59, 1996, p. 129.
2─ Ibid.本論の引用部分はすべて
筆者訳。
3─ Ibid., p. 130.
4─日本においても指摘されている点

である。安藤正人は「史料分類の問題

は、戦後の厖大な史料発掘の中で、これ

をどう整理すればよいのかという極めて

具体的な課題と結びついて登場したよう

に思われる」と述べたうえで、量の課題へ

の取り組みとして「分類」について論じてい

る。安藤正人「近世・近代地方文書研

究と整理論の課題」、大藤修＋安藤正人

『史料保存と文書館学』、吉川弘文館、
1986年、286頁。
5─ Kelcy Shepherd and Waverly 
L o w e l l ,  S t a n d a r d  S e r i e s  f o r 
Architecture and Landscape Design 
Records: A Tool for the Arrangement 
and Description of Archival Collections, 
Environmental  Design Archives , 
University of California, Berkeley, 
2000, p. 2.
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　この20世紀末の危機に対して、CCAは建築レコードの評価方法を検討する

ためのシンポジウムを企画し、課題解決のためのチャンスへと展開した。その内

容はアメリカ・アーキビスト協会（The Society of American Archivists。以下、SAA）が

発行する専門誌『アメリカン・アーキビスト』（Volume 59 , Number 2 , 1996）に掲載さ

れ、建築レコードを語るうえで現在でも参照される重要な資料となっている。一方

のカリフォルニア大学バークレー校（以下、UCバークレー）は自らの資料を整理する

なかで、建築レコード等の整理方法として「スタンダード・シリーズ」を考案した。こ

の方法は、目録作成時における「編成（arrangement）」についての実践的な手引き

として、その考案背景とともにガイド・ブックにまとめられ、2000年に出版されることで

世に知られることになった。同年は、アーカイブズ学に基づいた目録作成に関する

標準としてISAD（G）2nd［6］やMAD3［7］がリリースされており、どちらも建築レコー

ドについて言及されているものの、これらは記述
4 4

に関する標準であった。それに比

べて「スタンダード・シリーズ」は、編成
4 4

に焦点を絞っている。それだけでなく実際の

資料群の整理作業から帰納的に練り上げられた方法であるため、目録を作成す

るための実践力に富んでいる。その結果、電子目録との相性の良さも功を奏して

2000年以降に各地の建築レコード目録の刷新を後押ししており、本論で後述す

るように建築レコードの管理方法の変遷において画期的な出来事としてとらえるこ

とができる。

1-2：本論の目的

本論は、建築生産にともない作成される図面、仕様書、契約書などの「建築レコー

ド（Architectural Records）」を管理し、利用に供するための方法をアーカイブズ学

に基づいて検討するものである。とりわけ記録管理において重要な役割を担う目

録の編成方法について、「スタンダード・シリーズ」とその手法で作成された目録を

中心に議論を進める。

　全体の構成は、三つのパートに分かれている。第一に、1990年代後半のUC

バークレーでの試みを整理しながら、「スタンダード・シリーズ」の特徴を解説する。

第二に、この考え方が与えた影響を考察する。ここでは、ふたつの観点─ SAA

での反響、2000年以降に米国内で作成された建築レコード目録のあり方─に

よって、この手法の受容の様子をまとめる。第三に、アーカイブズ学上の理論と照

らし合わせることで、「スタンダード・シリーズ」の理論的位置づけを明らかにする。

その適用方法を示すガイド・ブックにはアーカイブズ学に基づいた理論面の解

説は十分に記されていないためである。ここでは、マイケル・クックが記録の分類

（classification）について言及するなかで触れている「スタンダード・シリーズ」理論

を起点にする。そのうえでアーカイブズ学における分類体系の理論を整理し、主

題（subject）、組織構造（organization structure）、機能（function）、活動（activity）、

6─ ISAD（G）: General International 
Standard Archival Description （2 nd 
Edition）, ICA, 2000.
7─Michael Cook, Manual o f 
Archival Description, Gower, 2000.
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記録種別（record type）の点から「スタンダード・シリーズ」を評価する。

　以上により、「スタンダード・シリーズ」がアーカイブズ学においていかに理解可

能かを考察することが本論の目的である。「スタンダード・シリーズ」は実用的な手

法であるが、その理論と意図を十全に理解することで、増え続ける資料に対して、と

きに建築レコードの分野を超えて将来の見通しをつけるためである。

2─「スタンダード・シリーズ」とはなにか

2 -1：20世紀末、バークレーにて

UCEDコレクションは、ゲッティ財団の助成を受け、全所蔵資料を整理する2カ

年計画のプロジェクトを1997年にスタートさせた。プロジェクトの具体的な内容

は、「全コレクションの査定と調査」「基本的な保存処置」「アーカイヴァルな標準

と互換性を持つ記述の実施」であった。その成果として作成された目録は、現在、

カリフォルニア州オンライン・アーカイブ（Online Archive of California。以下、OAC）

［8］で公開されている。

　プロジェクト終了後、1999年にUCEDコレクションは、同校環境デザイン・アー

カイブズ（Environmental Design Archives, University of California, Berkeley。以下、

UCEDアーカイブズ）へと改称し、名実ともにアーカイブズ機関となった。2000年には

ケルシー・シェパードとウェイヴェリー・ロウェルによってこのプロジェクトのガイド・ブッ

クがまとめられた。そのガイド・ブックとは、『建築と景観設計レコードのためのスタン

ダード・シリーズ─アーカイブズ・コレクションの編成と記述に向けたツール』（以下、

『スタンダード・シリーズ』）であり［9］、「スタンダード・シリーズ」を適用する際の作法と注

意事項が記されている。つまり、このガイド・ブック『スタンダード・シリーズ』が刊行さ

れることで、「スタンダード・シリーズ」が概念としてはじめて明示されたのである。

　端的に言えば、「スタンダード・シリーズ」とは建築レコードを編成するための八つ

の標準的な型（モデル）である。だからといって、機械的にこの型に資料をあてはめるこ

とを推奨しているわけではない。あくまでアーカイブズ学の編成論の原則に基づい

て、原秩序を尊重することが大前提である。ガイド・ブックのなかでも、原秩序が確か

な場合は、記録種別の認識と語彙を提供する役割に留まり、原秩序の証拠が十

分に残されていない場合は、記録種別の特定、記録群の理解、原秩序を想定した

編成により整理担当者を助けると、「スタンダード・シリーズ」の使い方を示している。

そして、いずれの場合も利用者のために編成の意図を明記することを求めている。

　そのようにして伝統的な編成論の考え方は保証されているが、「スタンダード・シ

リーズ」の理解においてもっとも注目すべきは、建築生産にともなう圧倒
4 4

的な量
4 4 4

と、

建築設計という特殊な職務が生み出す多様な
4 4 4

質
4

という、近代以降の建築レコー

8─‘Online Archive of California’, 
http://www.oac.cdlib.org/（以下、URL

はすべて2013年9月30日最終閲覧）

9─ Shepherd and Lowell, Standard 
Series for Architecture and Landscape 
Design Records.同報告書は、巻末付録
の目録事例を増補して2010年に第2版
を刊行し、現在、UCEDアーカイブズの
ウェブサイトでPDF版が無料頒布され
ている。http://www.ced.berkeley.edu/
cedarchives/publications.html
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ドに付随する記録管理上の困難への応答を意味している点である。次節ではそ

の点に触れながらこの手法の概要を示したい。

2 -2：八つのシリーズ構成が意味すること

「スタンダード・シリーズ」は、限られた時間のなかで、特殊な性質を持った膨大な

資料群─建築レコード─を整理するために考案された「ツール」であった。そ

の機能は、おもに編成に関する八つの標準的なシリーズを用意することによって具

現化しており［表1］、この8区分が「スタンダード・シリーズ」のおもな実体である［10］。

　八つの標準を定めることは、建築レコードが抱える20世紀以降の課題に比べ

て、極めて単純なシステムに見える。はたして、この分類がどのような措置を施した

と理解すればよいのだろうか。

　そもそもシリーズ・レベルに注目することの有効性は、アーカイブズ学においてこ

れまで指摘されてこなかったわけではない。たとえば、マイケル・クックは、建築図

面独自の記述はシリーズ・レベルにおいて作動（operate）させる必要があると述べ

シリーズ

1. 個人文書

2 . 専門文書

3 . 教員文書

4 . 会社記録

5 . プロジェクト記録

6 . 大規模プロジェクト

7 . 美術品、工芸品

8 . 追加寄贈資料

おもなサブシリーズ

略歴、日記、書簡、学生時代の作品、旅行記録、写
真、家族文書、徴兵関係、スケッチブック、スケジュー
ル帳、著作物

書簡、著作物、プレゼンテーション、専門団体および
委員会、アワード、調査ノート、資料ファイル、コンサルタ
ント、審査、教員文書、写真、特許

管理、教材、調査ノート、資料ファイル、学生の作品、学
内委員会

管理、書簡、財務、広報、写真、プレゼンテーション、ス
クラップブック、予定帳、クリップブック、製品カタログ、
模型、顧客

プロジェクト一覧、ファイル、写真、図面、仕様書、報告
書、模型、報告書

ファイル、写真、図面、仕様書、契約書、模型、報告書

-

-

解説

趣味および家族や友人との活動に関する、建築家が専門外の立場で作
成した資料。学生時代の作品や旅行の記録など、設計活動を始める前の
資料も含める

専門的な内容であるが、会社業務や設計・施工の最中に作成されない
文書。専門的な活動を記録しながらも、「4 .会社記録」に比べて形式的
ではない。

建築の教育機関は実務者を指導者として雇うため、建築家は教員として作
成した資料を保有することがある。シラバス、講義ノート、試験問題といった
教材、学科の運営に関する文書や学生の作品など。

設計以外の業務において、設計事務所等で作成される記録。広報資料と
しての竣工写真、コンペや展示のためのプレゼンテーション資料は、このシ
リーズに入る。

設計と施工に関する全記録である。実施に至らなかったプロジェクトやコン
ペの記録も含む。プロジェクト名ごとにアルファベット順あるいはプロジェクト
番号順に編成される。サブシリーズの「写真」には注意が必要であり、竣工
写真は「4. 会社記録」とするが、プロジェクト記録の施工写真はプロジェク
ト・ファイル内の他の資料と別にすべきではない。

中心的なプロジェクトの記録である。大学キャンパス、大規模な団地、博
覧会といった、長期にわたって計画した建築群に用いられる。

建築家が制作または収集した美術作品に適用する。会社の家具なども
含める。

主要な資料群と、所蔵元や寄贈元が異なる場合に適用する。寄贈資料毎
に受入番号を付与し、固有のサブシリーズを作成する。

表1─「スタンダード・シリーズ」による八つのシリーズ構成

10─ガイド・ブック『スタンダード・シリー

ズ』では記述についての指針をほとんど

記していないが、「スタンダード・シリーズ」

をもとに作成された目録の記述項目につ

いては、下記で考察している（齋藤歩「アー
カイブズ学に基づく建築記録目録の編成と記

述に関する考察─RIBAライブラリーコレク

ションとUCバークレー環境デザインアーカイ

ブズの目録比較をとおして」、『2013年度大

会学術講演・建築デザイン発表梗概集』、日

本建築学会、2013年）。また、同ガイド・ブッ

クで触れている「フォルダ一覧」と「プロ

ジェクト索引」は建築レコード目録を語る

うえで重要な要素だが、本論はおもにシ

リーズ・レベルの編成について考察するこ

とが目的であるため、本文では言及を見

送っている。
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ている［11］。シェパードとロウェルも、シリーズを中心に据えた目録作成の利点を以

下のように示している。

  記録種別の長いリストよりも、端的な範囲と内容の注釈のように注意深く書かれた

シリーズ記述があれば、たとえフォルダ一覧やプロジェクト索引がなくても、関連資

料へ利用者を誘導できることが知られている。シリーズ・レベルの検索手段は、さら

に詳細な記述を実施するための時間と人件費が使えるようになるまでの予備段階

（Preliminary step）、あるいは、より小規模で重要度が低いコレクションにとっては

最終段階（Final step）としての機能をはたす［12］。

予備段階において「スタンダード・シリーズ」がもたらす成果は、シリーズ・レベル

からの検索である。これはアイテム・レベルのより詳細な記述をのちに控えた過

渡的な段階ともみなされるが、規模が小さく重要度が低いコレクションにとって

は実質的な最終段階といえる。つまり、量への課題を第一に考慮すれば、シリー

ズ・レベルの編成と記述だけで資料群の階層と背景の効率的な再現が可能と

いう認識である。

　他方、記録の質に対する措置はどうであろうか。ガイド・ブック『スタンダード・シ

リーズ』の冒頭において、その目的が以下のように記されている。

  このガイドは、数多くの建築家、造園家、建設事業者によって作成および収集され

る個人文書（Papers）と法人記録（Records）を、体系化して記述するための枠組みを

提示する［13］。

表1で示した八つの区分は、おもに個人文書および法人記録によって構成されて

いる。個人文書と法人記録が併存するこのような編成方針は、建築家のやや特

殊な社会的立場をうまく表現している。建築家は、個人として教育機関や専門職

団体などの複数の組織で活動しながら、多くの場合、設計事務所を営み、設計行

為をおこなう。ゆえに、その多様な社会的身分をありのままのかたちで記録管理シ

ステムに落とし込んでいる点で、「スタンダード・シリーズ」は建築レコードにふさわ

しい枠組みを示しているのである。

　「スタンダード・シリーズ」は実際の建築レコードの整理を経て確立された手法

であり、実証性に富んでいる。同時に、科学者、エンジニア、工業デザイナー、その

ほかの研究者に関するレコードへの転用の可能性も示唆しており、他分野への

汎用性が考慮されている。そのような性質は、21世紀初頭のアーカイブズの世

界へどのような影響を与えたのか。以降では、SAAでの反響、米国の建築レコー

ド目録への影響、アーカイブズ学による理解の三つの視点から、「スタンダード・シ

リーズ」の位置づけをより俯瞰的に検討していく。

11─ Cook, Manual of Archival 
Description, p. 198.
12─Shepherd and Lowell, Standard 
Series for Architecture and Landscape 
Design Records, p.3.
13─ Ibid., p. 1.
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3─ S AAによる啓蒙活動

シェパードとロウェルはガイド・ブック『スタンダード・シリーズ』の執筆者として、刊行

翌年の2001年にSAAのC・F・W・コーカー賞を授与された。同賞は、アーカイブ

ズの記述に関するアワードで、「検索手段」「検索システム」「記述またはそのた

めのツールの発展に寄与したプロジェクト」のいずれかを対象としている。1984

年に設置されたアワードで、1998年にはEADワーキンググループ、2005年には

OACが受賞している。当時の推薦者の一人はシェパードとロウェルの活動を以

下のように評価している。

  記述のための標準とプロジェクトの多くは、データとその項目に目を向けているが、ス

タンダード・シリーズのコンセプトは、この本のなかで詳しく述べられているように、より

基礎的なアーカイブズの記述レベル、アーカイブズ素材群の秩序と編成、記述が明

らかになるプロセスへ着目している。建築家や造園家の記録という特殊な分野にお

いて、個人や事務所の業務パタンと記録作成が、標準化したシリーズによる秩序に

いかに合致しているかを提示している点で、この著者たちは素晴らしい業績を遂げ

ている［14］。

この成果を受けて、SAAにて建築レコードを専門的に議論する「建築レコード・ラ

ウンドテーブル（The Architectural Records Roundtable。以下、ARR）」のウェブサイト

では、コーカー賞授与の旨とともに、建築レコードの編成と記述の手法について「ス

タンダード・シリーズ」とその適用事例を紹介している［15］。

　以降のARRの活動を追っていくと、2001年の受賞後は、同ガイド・ブックを

SAA内の「ベスト・プラクティス」に位置づけるための活動を展開しており、2004

年の年報にその記録が残されている［16］。現時点で、この試みが成果を得た様

子はないが、以降も「スタンダード・シリーズ」の普及活動は続いていく。その一例

として、同じく2004年にボストンで開催されたSAAの年次大会では、「記述を推

進する─スタンダード・シリーズの発展」というセッションが組まれた［17］。パネ

ラーは、ロウェルのほかに、ジュリエット・ディメータ（UCバークレー・バンクロフト・ライブラ

リー）、ジョン・P・リース（国立医学ライブラリー医学史局）であり、ディメータが理工学科

コレクション、リースが生物医学研究コレクションという建築以外の分野における

「スタンダード・シリーズ」の適用について見解を述べた。このセッションへの反応

は、以降の編成と記述をめぐる論文などに見ることができ［18］、とくに当時の編成に

対する議論の高まりを感じることができる。また、他分野での展開の可能性も示唆

している。ロウェルは、2006年のカリフォルニア・アーキビスト協会の年次大会で

も「スタンダード・シリーズ」について議論している［19］。セッションのテーマは大量

のバックログへの取り組みであり、「スタンダード・シリーズ」が生み出される契機と

14─ Archival Outlook, November/ 
December 2001, The Society of 
American Archivists, p. 19.
15─‘Describing Architectural 
Records’, Architectural Records 
Roundtable, http://www2.archivists.
org/groups/architectural-records-
roundtable/describing-architectural-
records
16─‘A r c h i t e c t u r a l  R e c o r d s 
Roundtable 2004 Meeting Minutes’, 
http://www2 .archivists.org/sites/all/
files/2004mtgmin.pdf
17─‘Boston 2004 Program Session, 
13） F a c i l i t a t i n g  D e s c r i p t i o n : 
Developing Standard Series’, http://
www.archivists.org/conference/
bos ton2004 /bos ton2004 prog -
Session.asp?event=975
18─Association of Hawaii Archivists 
Newsletter, September 2004 , http://
www2 .hawaii .edu/~wertheim/
Newsletter03 -04 p2.html;  Jean 
Dryden,‘Standardizing Archival 
Arrangement? Are You Serious??’, 
Journal of Archival Organization, 
Volume 3, Issue 1, Haworth Press, 
2005ほか。
19─‘Shaken or Stored?: Managing 
Archival Change in the Twenty-
First Century, Society of California 
Archivists 35 th Annual Meeting’, 
San Francisco, California, April 27 -
26, 2006, http://www.calarchivists.
org/Resources/Documents/AGM_
Past/2006_AGM_program.pdf
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なった課題そのものであった。

　以上の活動と並行してARR内で進められたのが、ロウェルとタウニー・ライア

ン・ネルブによる『建築レコード─設計と建設に関する記録の管理』の執筆で

ある。本書の編成と記述の章（第5章）は、「スタンダード・シリーズ」に則した内容

であり、そのためか「著者のあいだでこのマニュアルの執筆に関する議論は1997

年に始まったが、2000年までは本格的に進行することはなかった」ようだが［20］、

ガイド・ブック『スタンダード・シリーズ』刊行後、2002年には出版へ向けた用意が

具体的に進められている［21］。本書はSAAの刊行物のひとつに位置づけられて

おり、「スタンダード・シリーズ」がベスト・プラクティスに至らなかった当時のARR

にとって非常に大きな意義があったと推測できる。

4─建築レコード目録の更新とその背景

2000年以降はARRによる普及活動とともに、「スタンダード・シリーズ」を参照し

た目録がいくつか作成されている。本論で紹介できる事例は限られているが、い

ずれも電子目録のフォーマットの刷新も付随しているため、今後の目録にもおおい

に影響を与え続けると考えられる。また、どの事業も多額の助成金を獲得している

ことは、この手法が一定の社会的合意を得ている表われと言える。ここでは、「ウィ

リアム・W・ワースター／ワースター＋ベルナルディ＋エモンズ・コレクション（以下、

WWW／WBEコレクション）」［22］、「エーロ・サーリネン・コレクション（以下、サーリネン・コ

レクション）」［23］、「アリーン＆エーロ・サーリネン・ペーパー（以下、サーリネン・ペーパー）」

［24］の三つの資料群を取り上げ、その目録のシリーズ構成を中心に比較する。

4 -1：ウィリアム・W・ワースター／ワースター＋ベルナルディ＋エモンズ・コレクション

WWW／WBEコレクションは、「スタンダード・シリーズ」開発の舞台となった

UCEDアーカイブズが所蔵するコレクションのひとつである。同アーカイブズで

キュレーターを務めるロウェルは、2003年より2カ年計画のプロジェクト「Bay 

Region Architectural Archives」を実施しており、当目録は、いくつかの目録と

ともにその成果として2004年に完成に至った［25］。なお、この事業は2002年4月

に全米人文科学基金（National Endowment for the Humanities。以下、NEH）より

279, 203ドルの助成を受けている［26］。

　ウィリアム・W・ワースターは、1895年にカリフォルニアで生まれ、サンフランシス

コやニューヨークで活躍した建築家である。1940年代には、イエール大学やマサ

チューセッツ工科大学（以下、MIT）で教鞭を執り、MITでは建築学部の学部長

を務めた。設計活動においては、43年まで設計事務所を経営し、45年以降は、

20─Waverly Lowell and Tawny 
Ryan Nelb, Architectural Records: 
Managing Design and Construction 
Records, The Society of American 
Archivists, 2006, p. Vii.
21─ただし、現在のウェブサイトで閲

覧できるのは2002年以降の年報であり、
それ以前の状況は定かではない。
22─‘Inventory of the William 
W. Wurster/ Wurster, Bernardi & 
Emmons Collection, 1922 -1974’, 
http://www.oac.cdlib.org/findaid/
ark:/13030/tf8k40079x/
23─‘Guide to the Eero Saarinen 
Collection MS 593’, http://drs.library.
yale.edu:8083 /HLTransformer/
HLTransServlet?stylename=yul.
e a d 2 0 0 2 . x h t m l .
xsl&pid=mssa:ms.0593 &clear -
stylesheet-cache=yes
24─‘A Finding Aid to the Aline 
and Eero Saarinen papers, 1906 -
1977’,  h t tp : / /www.aaa . s i . edu/
collections/aline-and-eero-saarinen-
papers-5589
25─‘A r c h i t e c t u r a l  R e c o r d s 
Roundtable 2005 Meeting Minutes’, 
http://www2 .archivists.org/sites/all/
files/2005mtgmin.pdf
26─‘National Endowment for 
the Humanities Grants April 2002’, 
http://www.neh.gov/files/press-
release/apr2002grants.pdf
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同事務所で経験を積んだベルナルディとエモンズを加えた共同事務所という体

制を採った。その後、50年にワースターは母校であるUCバークレーの建築学科

の学科長に就任し、53年に同大学に建築アーカイブズ（のちのUCEDアーカイブズ）

を設立。69年には、アメリカ建築家協会（The American Institute of Architects。以

下、AIA）よりAIAゴールドメダルを授与された。73年に永眠。

　目録は六つのシリーズで構成されている［表2］。このうち、「スタンダード・シリー

ズ」で定められた「プロジェクト記録」は、「3. WWWプロジェクト記録（1922 -

1944）」と「4. WBEプロジェクト記録（1945 -1969）」の二つである。WWWはワース

ターの個人事務所を示し、WBEは共同事務所を指す。このように設計に直接関

係する資料は二つの時代を分けて編成しているが、「2. 会社記録（1927 -1977）」

シリーズ サブシリーズ

1. 専門文書 1.1. 書簡
［1931-1969］
 1.2. 原稿とプレゼンテーション

 1. 3. 団体と委員会

 1. 4. アワード

 1. 5. 審査

2. 会社記録 2.1. 管理 
［1927 -1977］
 2.2. 書簡 

 2.3. 広報 

 2.4. 写真とプレゼンテーション・ボード 

3. WWWプロジェクト記録 3.1. ファイル 
［1922 -1944］
 3. 2 . 写真 

 3. 3. 図面

4. WBEプロジェクト記録 4 .1. ファイル 
［1945 -1969］
 4. 2. 写真 

 4 . 3. 図面 

 4. 4. 仕様書

5. 米国住宅局 5.1. ファイル 
［1939 -1947］
 5. 2. 図面

6. 追加寄贈資料 6.1. パートナーシップの声明 
［1939 -2004］
 6. 2. キャサリン・バウアー・ウルスターの肖像画 

 6. 3. ピアスの住宅 

 6.4. セクストンの住宅 

 6. 5. ウィリーの住宅

 6. 6. キャサリン・バウアー・ウルスターのAPIアワード

 6. 7. サンフランシスコ・ミュージアムでのモダン・アート展 

 6. 8. 米国住宅局・低家賃住宅─バレンシア・ガーデンHABSカルチャー・レポート

表 2─「WWW／ WBEコレクション」のシリーズ構成
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は二つの時代に作成された会社記録をまとめて管理している。経営体制の変更

にともない業務をそのまま引き継いだことで資料群の連続性が途絶えなかったた

めと推測できる。「大規模プロジェクト」にあたる「5. 米国住宅局（1939 -1947）」から

は、東海岸エリア時代の業務として米国住宅局の業務に携わっていたことがわか

る。以上は法人記録であるが、個人文書は、「1. 専門文書（1931 -1969）」にとどまっ

ており、「私文書」と「教員文書」に該当するシリーズは設けられていない。

4 -2：エーロ・サーリネン・コレクション

WWW／WBEコレクションの目録作成者の筆頭にクレジットされているローラ・

テイタムは、UCEDアーカイブズにて2003年から2004年にこの事業に従事し、

2005年にはもとの職場であったイエール大学図書館に復帰した。2002年に同

館への受入れに携わったサーリネン・コレクションの整理のためである。サーリネ

ン・コレクションは同館コレクションのなかでももっとも利用される資料のひとつ

でありながら、1970年代にアリーン夫人からの寄贈を受けた後、2002年まで整

理がほとんど進んでいなかった［27］。そうした状況でのテイタムの復帰とサーリ

ネン・コレクション目録の刷新は、2005年にゲッティ財団から受けた助成金が

177, 702ドルにおよんだこともあり、同館のニュースとして大きく取り上げられるほど

であった［28］。テイタムによってイエール大学図書館へ持ち込まれたともいえる手

法（スタンダード・シリーズ）が適用されたこの目録は［29］、その後、2006年9月に初

版が完成した。

　エーロ・サーリネンは、建築家の父エリエルと彫刻家の母ロハとのあいだに、

1910年にフィンランドで生まれた。エリエルとロハはミシガン州に移り、クランブ

ルック・コミュニティ（のちのクランブルック・アカデミー）の教育機関の設立に貢献した。

イエール大学で建築教育を受け、1934年の大学卒業時に研修旅行の奨学金

を獲得してヨーロッパへ旅立つ。帰国後はミシガンに戻り、クランブルックで父とと

もに教育に携わりながら、設計事務所のパートナーとなる。50年にエリエルが死

去するまで協働し、この時期にエーロの初期の作品案がつくられた（セントルイス・

ゲートウェイ・アーチ、GM技術研究所など）。父の死後は、事務所名を「エーロ・サーリネ

ン・アンド・アソシエイツ」とし、約10年間で、JFK空港ターミナル、ダレス国際空

港ターミナル、ノース・クリスチャン教会、MITクレスギィ記念講堂などの作品を

残すとともに、イエール大学ではホッケーリンクや学生寮を設計した。61年の死

去後は、ケヴィン・ローチなどの所員たちが残されたプロジェクトを完成させた。

　この目録は六つのシリーズ構成を採っている［表3］。まず、「1. 私文書（1920 -

2004）」は、幼少時代や私的な交友に関する資料に加え、旅行関係の資料で構

成されている。ここには、イエール大学卒業後のヨーロッパ研修旅行の写真やス

ケッチも含まれる。「2 . 専門文書（1909 -1990）」は、アワード、会議、審査、執筆に関

27─‘Laura Tatum begins work 
as the Saarinen collection project 
archivist’, February 2005 , http://
www.library.yale.edu/mssa/about_
news_archive_Feb05 .html
28─‘G e t t y  g r a n t  s u p p o r t s 
cataloging and preservation of 
architect Eero Saarinen's papers’, 
2006 ,  http:/ /resources. l ibrary.
y a l e . e d u / o n l i n e / n e w s d e t a i l .
asp?whatcaseedit=235
29─テイタムは2007年にこの事業に
関するレクチャーをおこなっている。残念なが

らテイタムは2012年に他界しているため想
像の域を出ないが、残されたプレゼンテー

ションの資料はUCEDアーカイブズでの経
験が反映された内容となっている。Laura 
Tatum, ‘Arranging and Describing 
Architectural Records’, Architectural 
Records Symposium: Managing 
& Preserving Design Records at 
Conservation Center for Art & 
Historic Artifacts, July 16 & 17, 2007, 
http://www.ccaha.org/education/
program-proceedings/architectural-
records-symposium-managing-and-
preserving-design-records/arranging-
and-describing
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する資料や父エリエルの作品に関する資料である。「3. 会社記録（1880 -1985）」

は、渉外事務、広報素材、財務といった設計事務所の運営に関連する資料であ

り、「4 . プロジェクト記録（1936 -1989）」は、図面、写真、仕様書などで、ともに生前

の資料が中心だが、没後も業務が継続したため、その資料も残されている。なお、

「スタンダード・シリーズ」では、同一のプロジェクトや記録種別がさまざまなシ

リーズに含まれることになるが、その点については、本目録内の「コレクションの記

述」の欄でも注意をうながしている。「5. 視聴覚資料（1956 -1961）」は、施工中の

様子を撮影したフィルムや、建築について議論している音声媒体などである。「6 . 

追加資料」は、寄贈毎に分類されている。

　同じころ、カリフォルニア州立工科大学では、2005年6月にNEHより249,000

ドルの助成を受け、建築家ジュリア・モーガンの資料整理がスタートした。当時の

同大学アーカイブズの所長ナンシー・ローは、この事業のディレクターとして資料整

理の概要を含む申請書を残している［30］。この書類は『建築レコード』の著者でも

あるネルブによる同アーカイブズの調査結果も踏まえた詳細な事業計画書であり、

「スタンダード・シリーズ」の適用方法を理解するには恰好の素材なのだが、あま

りにも内容が多岐にわたるためこのプロジェクトと目録［31］の解説は別稿で十分

に検討することとしたい。ただし、ここでひとつ指摘したいのは、ローが、本プロジェク

トを実施するにあたり、「スタンダード・シリーズ」の適用について、テキサス大学建

築アーカイブズのベス・ドッドの助言を受けていることである。ドッドはテイタムとともに

ARRの共同座長を務めていたこともあり、ARRの2005年の年報にその記録が

シリーズ おもなサブシリーズ

1. 私文書［1920 -2004 ／主要年代＝1940 -1961］ 略歴、書簡、日記と所持品、写真、旅行、アリーン・サーリネン文書

2. 専門文書［1909 -1990］ 団体と委員会、アワード、切り抜き、書簡、審査、参考ファイル（美術・建築関連）、
 原稿、エリエル・サーリネン関連資料

3. 会社記録［1880 -1985 ／主要年代＝1951 -1964］ 経営報告書、案内書、書簡、財務記録、特許出願書、広報、スクラップブック、第三者の仕事

4. プロジェクト記録［1936 -1989 ／主要年代＝1942 -1962］ 書簡、写真、図面、ネガフィルム、切り抜き、報告書、仕様書、
 サンプル素材など（すべてプロジェクト単位）

5. 視聴覚資料［1956 -1961、年代不明］ 原資料、複製原本、閲覧用の複製（番組タイトル単位）

6. 追加資料 受入番号2008 -M-065 ／追加資料［1947 -1966］ 

 受入番号2009 -M-025 ／追加資料［1959 -1969頃］ 

 受入番号2009 -M-053 ／追加資料［1962 -1967］ 

 受入番号2010 -M-048 ／追加資料［1960頃］ 

 受入番号2010 -M-121 ／追加資料［1946頃］ 

 受入番号2011-M-003 ／追加資料［1950 -1998］ 

 受入番号2011- M-052 ／追加資料［2002 -2004］

表3─「サーリネン・コレクション」のシリーズ構成

30─ N a n c y  L o e ,‘N a t i o n a l 
Endowment for the Humanities, 
Application: Arrangement and 
Description of the Julia Morgan 
Architectural Archives’, 2005 .
31─‘Julia Morgan Papers, 1835 -
1958 （bulk 1896 -1945）’, http://
lib.calpoly.edu/specialcollections/
findingaids/ms010/

030GCAS Report  Vol.3 2014 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻



残されている。さきに触れたテイタムに続いて、ローもまた、ロウェルを含めたARR

コミュニティの影響をおおいに受けていることはほぼ間違いない。

4 -3：アリーン＆エーロ・サーリネン・ペーパー

テイタムらが作成したサーリネン・コレクション目録には、他機関が所蔵している

サーリネン資料の情報が記載されている。そのひとつがスミソニアン協会アメリカ

美術アーカイブズ（Archives of American Art, Smithsonian Institution。以下、AAA）

のサーリネン・ペーパーである。本論においてここまで取り上げてきた目録は、ARR

を通じて比較的自然なかたちで「スタンダード・シリーズ」の採用へ至ったと推測

でき、その類似は至極当然ともいえる。そこで、最後にこのつながりからやや離れた

事例としてサーリネン・ペーパーを取り上げて、比較を図りたい。

　AAAの資料整理のガイドラインは、「テクニカル・ドキュメンテーション」として公

開されている［32］。なかでも、編成に関するページには、「見込まれるアーカイブ・シ

リーズ（possible archival series）」としてAAAのための19項目がリストにまとめられて

おり［表4］、ここでも推奨されるシリーズ構成があらかじめ示されている。同時に、各シ

リーズを解説するなかで、サブシリーズの編成例として記録種別等も挙げている。

　ここでは、作成者が参照した機能、活動、ファイリング・システムにしたがうことを

編成の原則としている。ただし、コレクションの内容はそれぞれ異なるので、このリス

トはつねに不完全（not exhaustive）であることも明記している。関連して、原秩序に

ついても「作成者の編成にしたがうこと（follow the creator’s arrangement）」と述べら

れており、シリーズをまたいで同じ種類の資料をまとめてはならず、さまざまな資料

がファイルに収められている場合は、その状態を保持することが推奨されている。

たとえば、表4の18（写真）と19（視聴覚資料）のシリーズのように、記録種別による分

類を設けているが、機能等による編成を優先させることで、これらはほかのシリーズ

にも含まれる可能性がある。

　以上のAAA全体にわたる編成指針を踏まえて、サーリネン・コレクションを概

観してみたい。

　アリーン・サーリネンは、先に触れたエーロ・サーリネンの妻にあたる。アリーン

は1914年にニューヨーク市で生まれた。41年にニューヨーク大学を卒業、44

年に『アート・ニュース』誌の編集部員となり、46年から48年には編集長を務め

た。48年から59年には『ニューヨーク・タイムズ』の美術局で編集および批評に

携わる（編集は53年まで）。その間、57年にはグッゲンハイム特別研究員として米

国のアートコレクターについて調査し、58年に『偉大なコレクターたち（The Proud 

Possessors）』を出版、その後は、建築家のスタンフォード・ホワイトの伝記の執筆に

取り組んだが、出版には至らなかった。40年代後半以降の一連の批評家として

の活動が認められ、ヴェネツィア・ビエンナーレや米国美術連盟などから表彰を

32─‘Technical Documentation’, 
Archives of American Art, http://
w w w . a a a . s i . e d u / c o l l e c t i o n s /
documentation
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受けている。53年の結婚後は、『ニューヨーク・タイムズ』の業務の傍ら、63年まで

エーロ・サーリネン・アンド・アソシエイツの情報サービス部でディレクターを務め

た。エーロの死後、62年に『エーロ・サーリネン作品集』を上梓。以降、60年代は

テレビのレポーターとして活躍し、71年には女性初のNBC（National Broadcasting 

Company）のニュース局長に就任。同時期には美術関係の委員会にも多数出席

した。72年に他界。

　本目録は、2006年にジェニファー・ミーハムによって作成されており、二つのシ

シリーズ おもなサブシリーズ

1. 経歴素材 出生証明書、死亡診断書、パスポート、履歴書、離婚届、
 散在している法的および財務書類（別途シリーズを設けるほどでない場合）、
 アワード、会員証、免許証、カレンダー（メモ欄がない、または最小限に留まっているもの。
 欄が大きい場合は「5. 原稿、メモ、ノート」へ）、スケジュール帳、アドレス帳、
 インタビューとその台本（多い場合は別途シリーズを作成）、散在している家族の文書

2. 設立記録 打ち合わせメモ、書簡、許可書、内部規則、設立者一覧、経歴書

3. 書簡、手紙 書簡（家族、個人、私事、販売、展覧会、出版、催事、制作責任者、法的、
 友人、作家、顧客、ギャラリー、ミュージアム関連）、メモ、ポストカード、招待状、活版印刷物

4. インタビュー インタビュー台本

5. 原稿、メモ、ノート 講義ノート、メモノート、価格一覧（「会社記録」シリーズがない場合）、講義、スピーチ、
 詩、短編、脚本、エッセイ、研究論文、手書き原稿、タイプ打ち原稿、授業ノート、来客名簿、カレンダー

6. 日記、日誌 日記、日誌

7. テーマ・ファイル、プロジェクト・ファイル、 書簡、写真、写真素材、コピー、事業形態、法的および財務書類、ノート、原稿
委員会ファイル、教員ファイル、調査ファイル、
会員記録（個人文書の場合のみ）

8. 会社や団体の部門管理記録 書簡、カタログ、印刷物

9. 展覧会ファイル 企画書類、美術作品一覧、書簡、貸出フォーム、状況報告書、
 保険および輸送書類、写真、メモが付されたカレンダー、スクラップブック

10. 作家ファイル 書簡、写真、販売記録、展覧会記録、印刷資料

11. 寄贈者ファイル、コレクター・ファイル、顧客ファイル 取引、販売、貸出、血縁関係、興味関心

12. 会社の財務記録と法的記録 発注書と領収書、請求書、売上台帳、委託品送り状、会計帳簿、銀行記録、納税記録、監査報告書

13. 個人業務文書 売上、仕入、価格リスト、契約、融資、ギャラリー取引、訴訟、賃貸借、銀行取引、税、出版、不動産取引

14. 商品リストと在庫記録 各種形式（カード、ノート、ルーズ・ペーパー）、またはその組み合わせ

15. 印刷物 展覧会カタログ、広報資料、ポスター（原画がない場合）、
 新聞や雑誌の切り抜き（紙面上での作品の再構成も含む）、
 完全な状態の新聞や雑誌、プレス・リリース、会報、書籍、報告書、
 大学での公告、フライヤーやパンフレット、地図、無記名のポストカード

16. スクラップブック 写真、パンフレット、アワード、許可証、手紙

17. 作品とスケッチブック 習作、スケッチ、水彩画スケッチ、素描、印刷、スケッチブック

18. 写真と写真素材 スナップショット、8 x10の白黒プリント、オリジナル・ヴィンテージ・プリント、ネガ、
 ガラス乾板ネガ、ケースまたはマウント加工写真、写真アルバム、スライド、反転フィルム

19. 視聴覚資料 リール・テープ、カセット・レコード、サウンド・ディスク、モーション・ピクチャ・フィルム、
 VHS、BETA、U-Matic、CD、DVD、ヴィデオリール、CD-ROM

表4─AAAのシリーズ構成
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リーズで構成されている［表5］。「1. 個人文書（1928 -1977）」の多くはアリーンが作

成した資料だが、旅先での写真、家具デザインの図面やスケッチなど、ローエが

作成したがアリーンが保有していた資料を含む。「雑資料」「書簡」「印刷物」「写

真」の四つのサブシリーズにより、さらに分類される。「2. 専門文書（1906 -1969）」

は、批評、執筆、テレビ、美術関連委員会に関する資料群で構成される。なかで

も『偉大なコレクターたち』および「スタンフォード・ホワイト伝」の執筆のための調

査資料、NBCでの業務の関連資料には、サブシリーズが与えられている。とくに

サブシリーズ「2 .3 . スタンフォード・ホワイトの調査資料」は多岐にわたり、「書簡」

「ノート」「原稿」「原資料」「印刷物」「写真」「建築図面」に分類するためにサブ

サブシリーズが設けられている。

　ロウェル、テイタム、ローというアーキビストのつながりとは異なり、最後に示した

AAAの目録に関しては、ほかとの人的関係を見出すには至っていない。ただし、目

録自体の類似は明らかである。目録のシリーズ構成だけでなく、記録種別に比べ

て機能
4 4

や活動
4 4

による分類を優先するというAAAの編成方針に、「スタンダード・

シリーズ」と共通する理念を見出すこともできる。また、AAAの電子目録のプラット

フォーム自体が、シリーズを中心とした編成によってコレクションの特徴を表現す

表5─「サーリネン・ペーパー」のシリーズ構成

シリーズ サブシリーズ サブサブシリーズ

1. アリーン＋エーロ・サーリネン個人文書［1928 -1977］ 1.1. 雑資料［1928 -1974］ ─

 1.2. 書簡［1936 -1970］ ─

 1. 3. 印刷物［1947 -1977］ ─

 1. 4. 写真［1940年代 -1970］ ─

2. アリーン・サーリネン専門文書［1906 -1969］ 2. 1. 原稿［1933 -1967］ ─

 2. 2. 『偉大なコレクターたち』調査資料 ─
 ［1906 -1967 ／主要年代＝1956 -1959］ 

 2. 3. スタンフォード・ホワイトの調査資料［1880年代 -1969］ 2. 3. 1. 書簡

  2. 3. 2. ノート

  2. 3.3. 原稿

  2. 3. 4. 原資料

  2. 3.5. 印刷物

  2.3.6. 写真

  2. 3.7. 建築図面

 2. 4. NBC書簡ファイル［1961 -1971］ ─

 2. 5. その他の調査ファイル［1960 -1964頃、不明］ ─

 2. 6. 委員会ファイル［1961 -1968］ ─
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る仕様となっており、その点も考慮すると、「スタンダード・シリーズ」との類似性を挙

げるまでもなく、建築家や美術作家などの個人アーカイブズの目録編成に関して、

より普遍的で汎用性に富んだモデルを追求することができるように思える。そのた

めには「スタンダード・シリーズ」のメカニズムを解明することが必要だろう。ここまで

は具体的な対象を取り上げて論じてきたが、以降はアーカイブズ学の理論へと視

点を変えて考察を進めたい。

5─アーカイブズ学における理論的見解

5 -1：マイケル・クックの「スタンダード・シリーズ」

マイケル・クックは、同じく「スタンダード・シリーズ」というキーワードを挙げて記録の

分類について以下のように述べている。

  シリーズはたいてい規則通りに繰り返すパタン（repeating pattern）をともなってサブ

グループ内に存在することを、いくつかの体系は受け入れている。つまり、「委員会」を

含むサブグループは、一般的に、議題用紙、メモ、報告書と提案書、書簡のためのシ

リーズを持つことになるだろう。同様に、規則的に繰り返すシリーズに同じ番号コードを

付与する、標準的なパタン（standard pattern）を構築することが可能である［33］。

クックがここで述べている「スタンダード・シリーズ」とは、「規則通りに繰り返すパタ

ン」としてのシリーズであり、「多くの収蔵庫を横断した関連資料を特定する助けと

なる」とその目的を示している［34］。そのためには「標準的なパタン」を利用するだ

けでなく、あらかじめ定められたシリーズ・リストを参照して番号を付与する必要が

ある。その例としてクックは下記の資料番号を示している。

  MSS. 5 / 1 / 4

 ＝コレクション番号（受け入れ番号：5）／シリーズ番号（1）／アイテム番号（4）

「MSS. 5」は「コヴェントリー労働組合協議会」を示し［35］、以降の枝番号は、シ

リーズとアイテムを特定する。とくに「シリーズ番号（１）」は「メモ」を指し、表6のリス

トに基づいている。このリストは、ウォーリック大学のモダンレコードセンターの全コ

レクションに共通する分類体系である。

　クック（1986）とシェパード＋ロウェル（2000）の「スタンダード・シリーズ」は、確固

とした影響関係をともなうわけではない。それだけでなく、クックは標準的なパタン

をいわば「シリーズ編成モデル」として用いるというアーカイブズ学上の理
4

論
4

につい

33─Michael Cook, The Manage-
ment of Information from Archives, 
Gower, 1999, p. 120.
34─ Ibid.
35─‘Coventry  Trade  Union 
Council’, Modern Records Centre, 
University Library,  University 
o f  W a r w i c k ,  h t t p : / / d s c a l m .
warwick.ac .uk/DServe/dserve .
exe?dsqIni=Dserveadv.ini&dsqApp=
Archive&dsqDb=Catalog&dsqCmd
=NaviTree.tcl&dsqField=RefNo&ds
qItem=CTU/2/2 /1
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て述べているのに対して、シェパードとロウェルが示しているのは─クックが挙げ

たウォーリック大学の事例のように─建築レコード等のある分野に特化した編成

方法の一例
4 4

である。つまり、同じ「スタンダード・シリーズ」という言葉を用いながらも

概念（クック）と具体例（シェパード＋ロウェル）というように用語の意味が異なるので、

その点には十分に留意する必要がある［37］。しかし、ある特殊な資料群に対してあ

らかじめ分類体系を定めるという点だけでなく、個人文書（表6の「6」）と法人記録

（「6」以外）を組み合わせることにより、資料の背景を再現しようとする姿勢には志

向の一致を見ることができよう。

　クックはこの論のなかで、主題分類はアーカイブズの編成には不適切であ

ることを過去の経験から明らかにしたうえで、分類に関して、「より役に立つ体系

（scheme）は、機能（function）や記録種別（record type）の分析のもとに成立する」と

述べている［38］。アーカイヴァルな分類体系における機能や記録種別の有効性を

あらためて確認しているのである。さらに、「アーカイヴァルな分類体系（classification 

scheme）の原則を作成することは、アーカイヴァルな編成（arrangement）の原則を

作成することと同等であろう」とし［39］、編成と分類の関連性の深さも示している。同

書におけるクックによる分類体系への言及は、編成の章に位置づけられており、編

成と分類の関連性は論文の構成からも明らかである［40］。

　シェパードとロウェルによるガイド・ブック『スタンダード・シリーズ』のタイトルに

は、編成と記述のためのツールと付されており、「スタンダード・シリーズ」とは殊にシ

リーズ・レベルの編成に秩序を与える基準であることはすでに示したとおりである。

クックが述べるように、アーカイブズ学における分類体系について検討することが

編成についての考察と同等に語られ、分類体系の効果が「編成を経たアーカイ

ヴァルな序列に一定の形式を与えること」ならば［41］、標準化や形式化のための

表6─「スタンダード・シリーズ」（クック）による編成のためのスキーム［36］

1. メモ、議題、報告書

2. 会計報告

3. 書簡ファイル

4. 組織構築のための刊行物

5. そのほかの刊行物

6. サブシリーズ（例：一緒に保存された職員の私文書）

7. 雑則

8. 日誌

9. 契約書

10. 記事の切り抜き

11. 報告書

12. 写真

13. 統計

36─ Cook, The Management of 
Information from Archives, p. 120.
37─以降では二つを区別するために

クックによる「スタンダード・シリーズ」を指

す場合は、「クックの」などと限定的な表現

を用いる。
38─ Cook, The Management of 
Information from Archives, p. 113.
39─ Ibid.
40─実際には編成と分類の明確な

区別は存在する。「分類は記録の作成

者以外の者が構築した秩序に資料を

位置づける点で、編成は分類と区別さ

れる」（A Glossary of Archival and Records 

Terminology, The Society of American 

Archivists, 2005, p. 35）ため、「編成」は出

所や原秩序を尊重して記録の背景を再

現する役割を担い、それらが不明瞭な

場合に「分類」によってあらたに秩序が

つくられる。この区別に関して、安藤正人

は「原秩序自体、正しい『文書群の階層

構造』を示していない可能性がある」こと

を指摘し、「『文書群の階層構造』を再

構成することが、文書館学的な整理＝目

録編成の基本作業になるのである」と述

べて編成と分類が共存しうることを示唆し

ている（安藤、前掲書、290頁）。本論も、クッ

クや安藤の考えを参照しており、編成と

分類は相互補完的な関係にあるという立

場を採っている。
41─ Cook, The Management of 
Information from Archives, p. 114.
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ツールとしての「スタンダード・シリーズ」（シェパード＋ロウェル）もまた、アーカイブズ学

における分類体系の理論的枠組みとしてとらえることが可能だろう。そのうえでここ

からさらに考えていきたいのは、この分類体系（「スタンダード・シリーズ」）を構成する分

類項目はどのような意味を持つのかという点である。そこで次節では、分類におけ

る、主題（subject）、機能（function）、活動（activity）、記録種別（record type）の役割

を比較することで、「スタンダード・シリーズ」の理解をさらに深めていきたい。

5-2：functionの曖昧さ

アーカイブズ学における20世紀中頃以降の分類の取り組みをまとめた論考のな

かで、スチュアート・オルは、現在まで連続する理論として、1980年代以降に注目

が高まった「機能分類（Function-based Classification）」について詳しく論及してい

る［42］。機能に基づくこの分類体系には前述のクックの「スタンダード・シリーズ」

（1986）も含めることができるだろう。ただし、ともに機能の安定性（stable）を評価してい

るが、クックが主題
4 4

との比較で機能に注目したのに対して、ここでオルが示唆してい

るのは、組織構造
4 4 4 4

（organization structure）と比べた場合の機能の有効性である。

　はたして機能分類とはいかに構築されるのだろうか。機能分類を駆動させる

ツールとしてオルは「レコード・プラン」と「ファンクショナル・シソーラス」の二つの

概念を挙げている。まずはここから考えてみたい。

　「レコード・プラン」は、「①階層の呼称」「②階層の数」「③シリーズの数」「④

シリーズとサブシリーズのラベル付け」で構成されている。「①階層の呼称」は、

階層的な分類において各層をどう理解するかに関係している。ここでは、組織構

造や主題ではなく機能や活動を用いた機能分類によって、組織の目的
4 4

と具体

的な行為
4 4

のあいだをつなぐのである。その一例として、T・R・シェレンバーグによる

「F-A-T（Function – Activity – Transaction）」モデルがよく知られているが、機能や

活動を参照した個 の々階層の呼称となると、事例や理論によって命名方針が異

なっており、オルは「不明確（imprecise）」および「混乱（confuse）」という認識に留

まっている［43］。

　エリザベス・シェパードとジェフリー・ヨーも、記録の背景を再現するための分類

方法を検討するなかで、目的から行為へ至るフローを検討している。ここでの分類

も、機能と活動の分析のうえに成り立つとしたうえで、機能が最重要であり、その安

定性を重視していることはオルと同様だが、利用者の需要を満たすのであれば、

事例（instance）、主題（subject）、性質（attribute）による分類も認めるという柔軟な姿

勢を見せている［44］。しかし階層の呼称については同じく決定的な結論に至ること

はない［45］。

　そのほかの「②階層の数」「③シリーズの数」「④シリーズとサブシリーズのラベ

ル付け」も個別の資料群の性質に依存するために、完全な合意には至っていな

4 2─ S t u a r t  A n t h o n y  O r r , 

‘Functions-based Classification of 
Records: Is It Functional?’, Archives 
and Manuscripts, vol. 34, Australian 
Society of Archivists, 2006, pp. 45-49.
43─ Ibid., pp. 57 -58 .
44─ただし、記録管理者が関係者と

のあいだで定めた決定事項を記録する

ことを求めている。Elizabeth Shepherd 
and Geoffrey Yeo, Managing Records: 
A Handbook of Principles and Practice, 
Facet Publishing, 2003, pp. 84 -85.
45─一般的に機能とは、「命令や使

命を達成するためにはたす組織や個人

の諸活動」である（A Glossary of Archival 

and Records Terminology, p. 179）。以降で

言及するオーストラリア等での事例を見る

と、この定義である程度の合意がとれてい

るようにも思える。しかしながら、後述するよ

うに本論で注目しているのは、機能と活動

に関する区分の是非ではない。
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い。ただし、「④ラベル付け」に関しては、機能や活動を表現するために動詞と目

的語を使用するという方針で一定の同意を得ている［46］。

　このようにやや曖昧な様相を呈している機能や活動による階層構造の定義で

はあるが、個別の用語に対しては、シソーラスを用いて語彙統制が図られる。オル

は「ファンクショナル・シソーラス」を、「物事に関する分類体系の索引」と位置づ

けており、それによって「ある言葉の背景と分類体系内での位置づけを理解でき

る」と述べている［47］。

　以上の二つのポイントによって、機能分類は、資料群に秩序を与えるための安

定した分類項目を獲得するのだが、こうした分類体系は具体的にどのようなかた

ちで提供されているのであろうか。機能分類を実現するためのレコード・プランと

ファンクション・シソーラスの事例を比較し、機能、活動、記録種別等の曖昧な関

係をさらに整理したい。

5 -3：機能と活動をめぐって

はじめに、オーストラリア政府とカナダ政府の事例を挙げる。オーストラリアの「キー

ワードAAA（Keyword AAA）」は、組織の機能や活動を示す用語を対象としたシ

ソーラスであり、ニューサウスウェールズ州アーカイブズ部門（現・同州記録管理部

門）が、1995年に初版、1998年に第二版をリリースした。三層構造を持ち、第一

階層にキーワード（機能）、第二階層に活動、第三階層に主題が位置づけられて

いる［48］。このシソーラスを参照した分類体系のひとつが「行政機能最終処分規

準（Administrative Functions Disposal Authority。以下、AFDA）」である。AFDAは、

フォーマットに関係なくすべての連邦機関に適用され、連邦記録の最低保存年

限を特定し、廃棄年限を承認する。具体的には、18の機能ごとに活動が割り当

てられ、各活動に保存年限と処分が記載されている。ここでキーワードAAAは、

「調達」を除く17の機能とそれぞれに属する活動を決定する際に指針の役割を

はたしている。カナダのBASCS（Business Activity Structure Classification System）

は、業務活動による分類体系であり、1999年に考案された［49］。BASCSは、機

能、準機能、活動の三つのレベルで構成され、実質的には機能による分類体系

である［50］。このように、オーストラリアとカナダのいずれの事例も、最上階層に「機

能」続けて「活動」という構成が共通している。

　MITが1983年に実施した事業の成果もこのような分類体系の一例とみなす

ことができる。この分類体系は、「科学と技術のプロセスは、整理され、秩序があ

り、予測できる、ということはほとんどないのだが、理想的な一連の活動にともない

構築される」という理念のもとで［51］、近代科学技術レコードのアプレイザルを

実施するアーキビストに向けられたガイドである。この分類体系は、近代科学技

術の根幹をなす活動を「個人活動（Personal Activity）」「専門活動（Professional 

46─ O r r , ‘F u n c t i o n s - b a s e d 
Classification of Records’, p. 59. 
47─ Ibid., p. 56.
48─ Keyword  AAA,  Nat ional 
Archives of Australia, 1999, pp. 4 -7, 
http://www.naa.gov.au/Images/
Keyword%20AAA_tcm16-47292.pdf
49─Catherine Bailey, ‘Turning 
Macro-appraisal Decisions into 
A r c h i v a l  H o l d i n g s :  C r a f t i n g 
F u n c t i o n b a s e d  T e r m s  a n d 
Conditions for the Transfer of 
Archival Records’, Archivaria, No. 
61, 2006, p. 152.
50─‘BASCS Guidance’, Library 
a n d  A r c h i v e s  C a n a d a ,  2 0 1 0 , 
http:/ /www.collectionscanada.
gc.ca/007/002/007002 -2089 -e.html
51─ Joan K. Haas; Helen Willa 
S a m u e l s ;  B a r b a r a  T r i p p e l 
Simmons, Appraising the Records of 
Modern Science and Technolog y: A 
Guide, Massachusetts Institute of 
Technology, 1985, p. 9.
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Activity）」「科学技術活動（Scientific and Technological Activity）」に分類しており、

より「活動」に注目したものといえる。「個人活動」と「専門活動」は、あわせて八つ

の活動に分けられ、「科学技術活動」も、九つの研究プロセスに分類されている

［表7］。

　クックが「スタンダード・シリーズ」の例に挙げたのは、ウォーリック大学における

13項目の記録種別であった［表6］。記録種別については、SAAのファンダメンタ

ル・シリーズ（編成記述編）において、いくつかの例が示されている［52］。同書では、

その前提として二種類のシリーズ編成を示している。ひとつは「明快なファイリング・

システム」である。アルファベット毎、時系列、地域別に加えて、ここに記録種別の

編成が含まれ、その例として99種類の記録を示している。もう一方は、体裁、機能、

活動による編成である。つまり、ここでの「記録種別」等と「機能／活動」等は連続

的な階層構造を築くことはなく、並列の関係において別 に々扱われる。

　以上のように、機能分類の機能、活動、記録種別の関係は、具体的な分類体

系においても統一的な見解を導くことが難しい。しかし、分類項目が安定しているこ

とを共通のポイントとして挙げることはできる。そのうえで、機能分類を、「機能や活

動を基準にした、資料を組織化するシステム」と辞書的な意味で字義とおり理解

するなら［53］、機能分類（Function-based Classification）の「function」は、機能、活

動、行為等を含めた広義の〈ファンクション〉ととらえることができるだろう。サーリネ

ン・ペーパー目録の考察箇所で触れたように、AAAでは、機能
4 4

や活
4

動
4

を示す19

表7─近代科学技術レコードのシリーズ構成モデル

シリーズ サブシリーズ

1. 個人活動 1.1. 人的関係

 1.2. 財務関係

 1. 3. レクリエーション活動

 1. 4. 政治活動

 1. 5. 教育

2. 専門活動 2.1. 教務と管理

 2. 2. 相談と助言

 2. 3. 所属団体

3. 科学技術活動 3.1. 研究の優先事項の決定

 3.2. 資金調達、予算配分

 3. 3. 人員

 3.4. 仮説、検討、視覚化

 3. 5. 実験計画、制作工程の計画

 3.6. 実験の実施とデータ分析、計画の試行と結果分析

 3. 7. 研究結果の伝達と発信、技術報告書の伝達と発行

 3.8. 特許申請

 3.9. 報告、批評、普及

52─ Frederic M. Miller, Arranging 
a n d  D e s c r i b i n g  A r c h i v e s  a n d 
Manuscripts, The Society of American 
Archivists, 1990, p. 66 .
53─A Glossary of Archival and 
Records Terminology, p. 180.
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項目のシリーズが示されているが、そのリストには資料種別
4 4 4 4

も含まれている。また、

オルは、MITのガイドを機能
4 4

分類体系の一例としているが、ガイド内では分類項

目を活動
4 4

と呼んでいる。ただし、ヨーらが示したラベリングのルールにしたがえば、

それらの項目の一部は、動詞または動名詞を用いている点で機能
4 4

でもある。つま

り、機能と活動の区分は一時的に保留状態のまま、いずれも〈ファンクション〉とし

て理解すれば十分といえる。なぜなら、記録の背景をより安定した要素
4 4 4 4 4 4

によって整

理することが機能分類の目的であり、それが達成されるのであれば、機能と活動

の区分は曖昧であっても取り立てて不都合は生じないからである。

5 -4：管理者の視点／利用者の視点

1980年代以降に理論的枠組みがより具体的に検討され、クックが「目録の作成

者と利用者の両者にとってのメリット」をもたらすとみなした機能分類は、おもにシ

リーズ・レベルで実行されることで効果を発揮することが主張されてきた。その分

類の基準は、主題
4 4

や組織構造
4 4 4 4

ではなく、機能
4 4

や活動
4 4

によること（function-based）が

重要であった。その意味で、クックが示した「スタンダード・シリーズ」に加えて、シェ

パードとロウェルの「スタンダード・シリーズ」もアーカイブズ学の理論的枠組みの

なかで機能分類としての連続性を保持していると言えそうである。しかし、「スタン

ダード・シリーズ」を機能分類体系に位置づけたところで、そこからなにを学ぶこと

ができるのだろうか。

　シェパードとロウェルは、シリーズとサブシリーズの役割について述べるなかで、

機能、活動、記録種別の関係を整理している。

  ここでのシリーズは建築家または事務所の機能に準じており、サブシリーズは記録種

別または具体的な活動を反映しているだろう［54］。

オルやヨーによる機能名のルールにしたがえば、「スタンダード・シリーズ」におけ

るシリーズ名の「個人文書」「専門文書」「会社記録」「プロジェクト記録」等を機

能と呼んでいる点は、動詞を使用していないことから十分に納得することができな

いかもしれない。しかし、繰り返し述べてきたように、「スタンダード・シリーズ」の各シ

リーズは、主題および組織構造よりも安定した基準
4 4 4 4 4 4

として十分にその要件を満た

しており、呼称に関しては「最上階層では動詞を除くこともある」ことを考慮すれば

［55］、機能分類体系の一端に位置づけられることに変わりはないだろう。

　「スタンダード・シリーズ」の記録種別に関しては、先に示したSAAによる99種

のモデルを再び参照したい。ここでは、シリーズ・レベルの編成方針をめぐって、

「記録種別」と「機能／活動」が対比的に語られており、「記録種別」は、「機能／

活動」に比べて「わかりやすい（coherent）」ものと位置づけられている。ところが、「ス

54─Shepherd and Lowell, Standard 
Series for Architecture and Landscape 
Design Records, p. 3.
55─ O r r ,  ‘F u n c t i o n s - b a s e d 
Classif ication of Records’, p. 59.
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タンダード・シリーズ」をはじめ、MITやクックの事例では、シリーズ・レベルは〈ファ

ンクション〉によって編成しながら、同時にサブシリーズ・レベルでは記録種別によ

る編成を採用している。これらはSAAが示した「記録種別」と「機能／活動」の対

比的関係とは矛盾するものの、記録種別の「わかりやすさ」に注目した編成といえ

る。つまり、記録管理者が分類する際には「機能」を優先させ、利用者へ供する

レベルでは「記録種別」が付与されている。これは、異なる立場で記録に向きあ

う二者の視点をいずれも反映させた二重構造である。

　オルはその論文タイトルにも示しているように（「Is It Functional ?」）、機能性につ

いての再検討をうながしており、2006年の段階で機能分類の今後の課題として、

利用者にとっての機能の「わかりにくさ」を指摘している。

  使いやすさの問題（usability issue）は、おそらく、記録管理者によって考えられてきた

よりもずっと深刻である。［訳者注：利用者に関する］この調査は、情報を見つけるため

の“論理的”方針を利用者が採用したがらないという考えを裏付けている［56］。

ここで指摘しているのは、機能分類の適用時に求められるユーザビリティである。た

とえば、AAAのモデルは「記録種別」と「機能／活動」の関係が未整理とも言え

る。しかし、それは管理者としての評価でしかない。そこに利用者の視点を加えれ

ば、オルがうながしたように「使いやすさ（usability）」への配慮が求められるのだ

が、「スタンダード・シリーズ」をはじめとするいくつかの実践は、記録種別によって

ユーザビリティに対する措置はすでに講じられていると評価できる。

6─アーカイブズの独自性とはなにか：結論にかえて

本論では、「スタンダード・シリーズ」をめぐって、建築レコードの管理およびアーカ

イブズ学の理論において評価を試みた。はじめに、「スタンダード・シリーズ」の出

自としてUCバークレーの1990年代後半のプロジェクトの概要を述べた。続けて、

二つの観点─ 2000年以降のSAAの活動と建築レコード目録─から、「スタ

ンダード・シリーズ」の影響を確認した。とくに、実際の目録を分析することで、米国

における受容の様子を概観した。最後に、アーカイブズ学での理論的位置づけと

して、クックが言及する「スタンダード・シリーズ」をヒントに分類体系の文脈で考

察した。ここでは、機能分類についての詳しい分析をおこなうことで、「スタンダード・

シリーズ」のより深い理解を目指した。以上によって、「スタンダード・シリーズ」が建

築レコードの量と質の課題に対して有効であり、さらに記録の利用者の視点を重

視していることを実践と理論の両面から明らかにした。一方、シェパードとロウェル

が十分には語っていないアーカイブズ学上での理論的位置づけを明確にするこ

56─ Ibid.,  p. 62.
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とを本論の骨子としたため、「スタンダード・シリーズ」自体の適用方法の解説は必

要最低限にとどめた。そのため、ガイド・ブック『スタンダード・シリーズ』に記されてい

る注意事項等に加え、日本での適用実験やローによる事業計画書を基にした具

体的な使い方についてはほかの機会に論じる予定である。　

　最後に「スタンダード・シリーズ」にまつわる根本的な課題について述べておき

たい。アーカイブズの独自性（uniqueness）についてである。

　クックは、「スタンダード・シリーズ」に言及した著書の改訂（第3版、1999）にあた

り、以下の一節を加えている。アーカイブズの類似性と独自性は相反するものでは

ないことをあらためて主張する必要があったのだろう。

  これほどの反復パタンと外見上の類似にもかかわらず、アーカイブズはいつも独自性

を保っている。さまざまな組織によって作成されるレコード・システムと実際のドキュメ

ントは、他とはまったく一緒ではないかたちで、結局はいつも独自の情報を伝える。よっ

て、アーキビストは、スタンダード・シリーズを使って、いつでもこの独自性に対処する必

要がある［57］。

「スタンダード・シリーズ」は、膨大な情報に溢れた現代のアーカイブズを見通す

ために考案された。そのため一見すると、記録管理を目的とした制約ととらえる向き

もあろう。しかしながら、「スタンダード・シリーズ」がアーカイブズの独自性を保証

する足かせになるなど考えるまでもない。なぜなら独自性とは他との差異であり、

差異はある枠組みよってはじめて明らかになると言えるからだ。

57─ Cook, The Management of 
Information from Archives, p. 121.
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